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Étienne Balibarエティエンヌ・バリ
バール

1942年フランス生
まれ。パリ西大学名

誉教授・コロンビア
大学招聘教授。19

65年、 

ルイ・アルチュセー
ルらと共著で『資本

論を読む』を刊行。
その後現在まで、 ス

ピノザ、  

ルソーからヘーゲル
、 マルクスを経て、 

アルチュセール、 フ
ーコー、 デリダにい

たる近

現代思想史の再解釈
を中心に、 現代政治

における個体性と共
同性の関係について

考察

を続けている。主著
に『大衆の恐怖（La

 crainte des mas
ses）』（1997）、 『市

民 主体

（Citoyen Sujet）』（
2011）など。邦訳に『

プロレタリア独裁と
はなにか』（新評論 

1978）、 

『市民権の哲学』（
青土社 2000）、 『ヨ

ーロッパ、アメリカ、
戦争』（平凡社 200

6）、 『人

種・国民・階級』（I. ウ
ォーラーステインと

の共著、 改訳新版：
唯学書房 2014）ほ

か多数。 

Bruno Bosteelsブルーノ・ボスティ
ールス 

1967年ベルギー生
まれ。コーネル大学

教授。本領とするラ
テンアメリカ現代文

化研究

とともに、 英米圏で
、 フランス現代哲学

、 特にアラン・バディ
ウの著作の翻訳や

紹介を

はじめ旺盛な著述活
動を展開している。

主著として、 『バディ
ウと政治（Badiou

 and 

Politics）』（2011）、
 『ラテンアメリカに

おけるマルクスとフ
ロイト（Marx and 

Freud in 

Latin America）』（
2012）。バディウの

著作の翻訳として、
 『主体の理論（The

ory of the 

Subject）』（2009）
、『フランス哲学の冒

険（The Adventur
e of French Philos

ophy）』

（2012）など。日本
語で読める論文に

、 K.ドゥージナス＋
S. ジジェク編『共産

主義の

理念』（水声社 201
2）所収「左翼主義の

仮説 テロルの時代
の共産主義」がある

。

Yoshihiko Ichida市田良彦

1957年西宮生まれ
。神戸大学国際文化

学研究科教授。現在
、 京都大学人文科学

研究

所公募共同研究班「
ヨーロッパ現代思

想と政治」班長。ア
ルチュセール、 フー

コー、 

ネグリ、 ランシエー
ルらの現代哲学者を

とりあげる多くの論
考の核には、 革命的

状況に

おける政治的主体の
構成とそのアクショ

ンに関する考察があ
る。著書に、『闘争の

思考』

（平凡社 1993）、 『
ランシエール 新＜音

楽の哲学＞』（白水社
 2007）、 『アルチュ

セール

ある連結の哲学』（平
凡社、 2010）、 『革命

論』（平凡社 2012）、
 『存在論的政治』（航

思社 

2014）。近年、『脱原
発「異論」』（共著、 作

品社 2011）、 『債務
共和国の終焉』（共著

、 河

出書房新社 2013）
をはじめ、 時局につ

いても積極的な発言
を続けている。

○市バス「京大正門
前」下車徒歩3分、ま

たは「百万遍」下車
徒歩10分

○京阪本線／叡山電
車「出町柳」下車徒

歩１５分

○市バス「京大農学
部前」下車徒歩1分、

または「百万遍」下
車徒歩5分 

○京阪本線／叡山電
車「出町柳」下車徒

歩１５分、北門入って
すぐ右

※駐車場はありませ
んので、公共交通機

関をご利用下さい。

2015.1.12（月・祝）14:00-18:00  関連イベント

Journée d’études 

Ce que nous devons à la 

lecture d’Étienne Balibar 

Individualité et communauté, 

de Rousseau à Blanchot

Avec la participation de :

É t i e n n e B a l i b a r,  G a b r i e l l e  

R adica, Junji Sato, Yoshiyuki 

Sato et Kazuhiko Ueda

Langue : Français

Le samedi 17 janvier 2015

 (14:00～19:00)

À l ’Institut de Recherches en 

Sciences humaines, Université 

de Kyoto (Bâtiment principal, 

salle de séminaire 2 au RdC) 

京都大学百周年時
計台記念館2F

国際交流ホール
I, II （12日）

京都大学人文科学
研究所1F

セミナー室2 （
17日）
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